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医療安全管理委員会　第6回　　定例委員会　　
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜９月のインシデント・アクシデント報告＞
・東病棟：アクシデント５件　　振り返り済
・西病棟: １件　

・北病棟：０件　

・南病棟：１０件　振り返り済
・外来：０件

・コメディカル：０件

・事務：０件
・薬局：０件
・通所：０件

・南寿の里：アクシデント１件
・南陽館：０件
・南山苑：アクシデント５件　振り返り済

・南風苑：０件

・南天の里:０件

・あおぞらクリック：０件
 ※振り返りや対応策の検討をしっかり行いましょう。

＜「医薬品の安全使用のための業務手順」の改訂について＞　⇒松田薬局長より
「医薬品の安全使用のための業務手順書」作成マニュアル（平成30年改訂版）（以下「作成マニュアル改訂
版」という）が作成された。今後、作成マニュアル改訂版を参考に、各病院等において備えている「医薬品の
安全使用のための業務手順書」を改めて見直しをする。
· 医薬品安全管理責任者　梅内エミ⇒松田俊之へ変更

◇ポイント◇

・「医薬品の安全使用のための業務手順書」　の設置が義務づけられてから１０年余がたち、当時とは医薬品の安全使用を取り巻く環境は大きく変化していること。
・上記の変化に適切に対応するための見直しを推進するために、その基盤となるマニュアルを改訂。
・日常業務で関わりの高い情報システムを新たに章立て。
・本マニュアル（改訂版）を契機に各医療機関の業務手順書の再見直しが行われ、時代に即応したものにする。

・具体的な項目としては、「第３章医薬品の管理」「第２０章　重大な有害事象の予防・対応」「第２３章　医薬品関連の情報システムの利用」などの改訂が必要。
＜勉強会＞

　テ－マ：「事故分析・再発防止策の検討」　担当：沼舘しおり
分析の目的は、事故の再発を防止することである。そのためには、分析の結果として｢危険な要因は何か｣「事故を防ぐための対策はどうするのか」という点が明確にならなければならない。「人間はエラーを犯す」という認識に基づいて、組織的に再発を防止していくために、情報収集・分析・改善策立案・改善策の実施及び評価という一連のプロセスを経て、システムの構築や改善を通し安全性を向上させる必要がある。
<連絡事項>
平賀IOOより
インシデント報告及びアクシデント報告の際、薬剤関連はきちんと『薬品名』を入れて報告すること。
佐藤AOMより
勉強会資料の準備がされておらず、次回からきちんと準備をすること。
先日おこなった中間報告を次回委員会で委員に伝達すること。
＜次回委員会＞

日　時：令和元年１１月５日（火）１５：３０～

場　所：青南病院２階　会議室

